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ハプティックスイッチの振動設計において、振動知覚の感度が最も高くなる最適条件を見つけることは重要であ
る。本研究では、指先に対する振動方向の違いによる感度の違いや、官能評価実験をもとに、振動方向設
計指針の提案を行う。

振動フィードバックに用いる振動方向の設計指針の提案

タッチスイッチ・パネル、本知見を応用できるHMIシステムの開発・研究を行う企業との連携を希望。

ハプティックスイッチ

機械式スイッチの内部スプリングの
座屈のタイミングで振動する(1)

日産アリアに搭載されているハプティックスイッチ

内部に機械式スイッチのようなスプリングを持た
ず、圧力をかけるとスプリングの動きによる操作
感を擬似的に作り出している(1)

研究背景・目的 研究の流れ

◼ 振動フィードバックに用いる振動の振動特性
（周波数、振幅、振動方向など）に関する
研究が少ない

◼ 振動方向の違いにより、ハプティックスイッチの操
作感が異なる(1)

Y軸方向に振動するプロトタイプに対し、
X軸方向に振動する実験装置#１とZ
軸方向に振動する実験装置#２の「ス
ムースさ」、「品質感」が低い(1)

✓ 振動特性の違いによる感度の違いを明らかにし、
官能評価を行い、ハプティックスイッチの振動方
向設計指針の提案を行う

◼ 実験環境の構築
 実験装置の製作
 実験システムの構築

◼ 予備実験
 指先の振動に対する知覚閾値を求め、本実験
で用いる刺激強度を決定

◼ 本実験
 感度調査
振動刺激ごとに検出できた割合の調査

 官能評価
振動刺激ごとに聞き取り式での官能評価実験

指先に対する振動方向

実験装置 実験システムの概略図(2)
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